




















A study of motives on eating behavior for weight loss















































































































































































































































































































































































































































































































1. 理想の追求 2. 痩せの追求
Ⅰ. 痩せの追求
Ⅱ. 太ることからの回避
3. 太っている
ため
4. 太ることの
拒否
5. 体型への
不満
図２ ダイエットの動機の概念図（一般群）
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おける「太ることからの回避」が「痩せ追
求」に影響を及ぼすという結果に一致する
と考えられる。
さらに、患者群では一般群では見られな
いような病理性が示される記述があった。
例えば、大グループでは「自罰的行動」、
カードでは「自分へのいましめや自分を律
しているような気分になる」である。大森
（２００５）は、女子大学生の中のED傾向を
持つ者の性格特性についてMMPIを用いて
検討をし、追加尺度であるCn（統制）尺
度の得点において、健常群よりもED傾向
群の方が有意に高いという結果を示した。
MMPIのCn尺度では、Cn尺度得点が高い
と、統制過剰で心理的問題を表に出さない
傾向が強く、問題があっても他者に頼らな
い、休まないという怖さがある（野呂ら，
２０１１）。そして、大森（２００５）が示したED
傾向を持つ者は健常者よりも情緒表出の統
御に問題があり、統制が強いため、服従的
で自己主張ができないという考察が、本研
究で見られた「自分へのいましめや自分を
律しているような気分になる」という記述
と一致していると考えられる。そして、自
罰的行動は自己統制とも関連があるだろ
う。しかし、EAT（Eating Attitude Test）
や、EDI（Eating Disorder Inventory）等
の従来から使用されている食行動をスク
リーニングする尺度において、今回病理性
の見られた自罰的行動が項目として含まれ
ている尺度はない。今後、食行動異常をス
クリーニングする尺度を作成する際には自
罰的行動も項目に含む必要があるのではな
いだろうか。
さらに、本研究では「日本ではダイエッ
ト＝痩せるという意味で使われているが、
個人的には健康な食生活と考えている」と
いう「ダイエットの動機」以外の記述も得
られたため、その記述内容について考察し
ていきたい。本研究ではダイエットを「減
量を目的とした食行動」と定義した。得ら
れた記述に書いてあった通り、ダイエット
という言葉は日本では減量に着目している
が、本来は「健康管理のための食事」とい
う意味である。だが、「ダイエットの動
機」で得られた自由記述を見てみると、記
述のあった対象者の間ではダイエットとい
う言葉が「減量を目的とした食行動」、あ
るいはこれに類似した意味で認識した上で
の記述であったように推察される。多くの
人が「ダイエット」という言葉を似たよう
な意味で捉えているであろうと考えられる
が、上述の通り個人によって捉え方が大き
く異なる可能性も十分考えられるため、ダ
イエットの定義について、改めて検討する
必要があるだろう。
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